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最高となり，以後減少するとともにマクログリアの増加が認められ， 2 --3 週間でグリア網を形成
























以後増加するとともに活性も強くなり受傷後 4 ・ 5 日で巣内の一部に集笈する傾向が認められ
た。又巣辺緑部基質の活性は受傷後24時間前後より低下するが，受傷後 4 ・ 5 日経過例では出血
巣に近い髄質に斑紋状の活性が認められた。
脳硬膜外血腫による脳圧迫例では受傷後10数時間以後皮質全般，特に表在層，内錐休細胞層の
活性が低下し，又毛細血管壁活性も以後漸次減弱し，全く陰性のものも多くなって来る。一方脳
硬膜下血腫による脳圧迫例では，上記の如き変化は概ね受傷後 2 日以上経過例において認められ
7こ。
〔総括〕
以上のごとく，一般組織学的には皮質出血部では巣周辺のグリア細胞集合体ならびにマクログリア
の出現状況，脳圧迫例では被圧迫部皮質の神経細胞の変性に伴う随伴グリア細胞の変動，特に 3 個以
上のグリア細胞を随伴する神経細胞の出現率ならびに，それら随伴グリア細胞の種類等を検索するこ
とにより，又組織化学的には出血巣周辺のヘモジデリン，脂肪頼粒等の出現，損傷部におけるアノレカ
リフォスファターゼ活性の変化等を検索する乙とにより，それ等損傷の陳旧度すなをち法医学的には
その受傷時期を推測し得るものと考える。
論文の審査結果の要旨
脳損傷特ーに:脳圧迫例におけるその受傷時期の推定は法医学上重要な問題である。著者は多数の人屍
例及び動物実験例を検索し，損傷部のグリア細胞，ヘモジデリン，脂肪頼粒細胞並びにアルカリフォ
司J内〆臼η，，“ 
スファターゼ活性の変動等に逐時的な変化を指適し，その各種変化程度の組合せに基づき受傷後の経
過時間推定が可能であることを明らかにした。
-224 ー
